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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



－ i － ＪＴ－Ｇ７０３－ａ

＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は１９９７年４月制定の専用線一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様　ＪＴ－Ｉ４

３１－ａ第５版を基に専用線二次群速度ユーザ・網インタフェースのレイヤ１仕様を規定している。

　また電気的特性の一部及びフレーム構成などについては網間インタフェースに関するＴＴＣ標準である

ＪＴ－Ｇ７０３，ＪＴ－Ｇ７０４，ＪＴ－Ｇ７０６の二次群速度インタフェースの規定に準拠している。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

　 (1) 　標準ＪＴ－Ｉ４３１－ａ（第５版）の規定との関係

　　　　主要規定項目のうち以下に示す項目については標準ＪＴ－Ｉ４３１－ａの規定に準拠している。

　　　　　接続構成

　　　　　相互接続回路

　　　　　運用機能

　　　　　電気的特性（ゼロ電圧、電気的外環境条件）

　　　　　タイミングの考慮

　　　　　空きチャネル及び空きタイムスロットの符号

　　　　　給　電

　（注）本標準においてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ａと同一規定の場合であっても、ＪＴ－Ｉ４３１－

ａにおいてＪＴ－Ｉ４３１の規定を参照している項目については本標準においてもＪＴ－Ｉ４３

１の規定を参照している。

　　　　なお本標準においてＪＴ－Ｉ４３１－ａの規定を参照している箇所においては、全て第５版を参

照するものとする。またＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の規定を参照している箇所においては全て第

６版を参照するものとする。

　 (2) 　標準ＪＴ－Ｇ７０３（第１版）の規定との関係

　　　　以下の項目についてはＪＴ－Ｇ７０３の規定に準拠している。

　　　　　ビットレート

　　　　　伝送符号

　　　　　電気的特性（パルスマスク、試験負荷インピーダンス）

　 (3) 　標準ＪＴ－Ｇ７０４（第１版）の規定との関係

　　　　以下の項目についてはＪＴ－Ｇ７０４の規定に準拠している。

　　　　　フレーム構成

　 (4) 　標準ＪＴ－Ｇ７０６（第１版）の規定との関係

　　　　以下の項目についてはＪＴ－Ｇ７０６の規定に準拠している。

　　　　　フレーム同期とＣＲＣ－５手順

　 (5) 　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２４（１９８８年版）の規定との関係

　　　　以下の項目についてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２４（１９８８年版）の規定に準拠している。

　　　　　ジッタ

　　　　　ワンダ
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３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 昭和６２年１１月３０日 制  定 

第２版 平成  元年  ４月２８日 インタフェースコネクタの規定追加 

第３版 平成  ５年１１月２６日 付録１の妨害波規定の見直し 

第４版 １９９７年 ４月２３日 妨害波規定は別途規定のため、本標準より削

除。 

 

４． 工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 
  (1)  コネクタの選定について 

    コネクタは、端末のポータビリティを考慮し汎用性の高い日本工業規格 高周波同軸Ｃ０２形コ

ネクタ（通称 Ｃ０２形ＢＮＣコネクタ）とした。 

    なお、本コネクタの公称インピーダンスは５０Ωであるが、本標準の伝送速度とその周波数帯域

を考慮すると本コネクタを７５Ω系の同軸ケーブルと接続して使用しても電気的に支障はない。 

 

  (2)  参照している勧告・標準等 

    ＴＴＣ標準：  ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｉ４３１－ａ、ＪＴ－Ｇ７０３、 

            ＪＴ－Ｇ７０４、ＪＴ－Ｇ７０６ 

    ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｇ．８２４（１９８８年版） 

    その他：    ＪＩＳ Ｃ５４１２－１９７６ 

 

  (3)   第３版まで本標準の付録（標準の対象外）に記述されていた妨害波規定は、第４版において削除

した。 

    妨害波規定に関しては、ＴＴＣ技術書、ＴＴＣ標準を別途制定するので参照されたい。 
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１．本標準の規定範囲

　本標準はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される６３１２kbit/s 専用線二次群速度ユーザ・網イン

タフェース構造のレイヤ１特性を規定する。インタフェースの参照構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａ

に定義されており、図１－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａに再掲する。

ユーザ・網インタフェース規定点は図１－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａの参照点Ｔとする。又参照点Ｓはユ

ーザ・網インタフェース規定点ではないが、そのインタフェース条件はＴＴＣ標準に基づく専用線ユー

ザ・網インタフェースの規定に準拠することがのぞましい。

本標準では特に断わらない限り、機能群ＮＴ１、ＮＴ２などの網終端のレイヤ１を表すのに「ＮＴ」な

る語を用い、ＴＥ１、ＴＡ、ＮＴ２などの端末側終端のレイヤ１を表すのに「ＴＥ」なる語を用いる。

                                   Ｓ              Ｔ              伝送路

  (1)

                   Ｒ              Ｓ

  (2)

                                     参照点

                                     機能群

　　　　　　図１－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａ　専用線ユーザ・網インタフェース参照構成

　　　　　（図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ）

２．接続構成

　接続構成は、そのインタフェースのレイヤ１特性にのみ適用され、高位レイヤの動作モードに対して、

いかなる制約も加えるものではない。

2.1　ポイント・ポイント

　二次群速度アクセスは、ポイント・ポイント構成のみをサポートする。

　レイヤ１でのポイント・ポイント構成とは、各方向で１つの送信部と１つの受信部のみが、そのインタ

フェースで接続されることを意味する。ポイント・ポイント構成でのインタフェース線の最長距離は、送

受信されたパルスの電気的特性や相互接続ケーブルのタイプの仕様により制限される。これらの特性は本

標準の４章で定義される。

2.2　インタフェースの位置

　ＪＴ－Ｉ４３１「2.2　インタフェースの位置」と同一規定

ＴＥ１

ＴＥ２ ＴＡ

ＮＴ１ＮＴ２
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３．機能特性

3.1　機能概要（レイヤ１）

図３－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａ　機能特性

Ｂチャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される６４kbit/s のビットレートを持つ複数の独立

したＢチャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ０チャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される３８４kbit/s のビットレートを持つ複数の独

立したＨ０チャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ１チャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－ａで定義される１５３６kbit/s のビットレートを持つ複数の

独立したＨ１チャネルの双方向伝送を提供する。

ビットタイミング

　この機能は、ＴＥやＮＴが多重化ビット列から情報を取り出すためのビット（信号エレメント）タイミ

ングを提供する。

オクテットタイミング

　この機能は、ＰＣＭ音声コーデックや要求された他のタイミングのためにオクテット構造を可能にする

ことを目的として、ＴＥやＮＴに対して８kHz タイミングを提供する。

フレーム同期

　この機能は、ＴＥやＮＴが時分割多重チャネルを復元するための情報を提供する。

保　守

　この機能は、インタフェースの適用又は異常状態に関した情報を提供する。

ＴＥ ＮＴ

Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル

ビットタイミング

オクテットタイミング

フレーム同期

保  守

ＣＲＣ手順

Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル

ビットタイミング

オクテットタイミング

フレーム同期

保  守

ＣＲＣ手順
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ＣＲＣ手順

　この機能は、フレーミングの誤りに対する保護とインタフェースの符号誤り特性の監視とを提供する。

3.2　相互接続回路

　ＪＴ－Ｉ４３１「3.2　相互接続回路」と同一規定

3.3　起動／停止

　ＪＴ－Ｉ４３１－ａ「3.3　起動／停止」と同一規定

　（インタフェースは、常時起動状態にあり、起動／停止の手順はインタフェースには適用されない。）

3.4　運用機能

　本節では、「網側」という語は、以下のＮＴ１、網内装置を示すために使用される。

　「ユーザ側」とはＴＥ１、ＴＡ及びＮＴ２機能群のレイヤ１を終端する端末を示すために使用される。

3.4.1　インタフェースにおける信号の定義

　ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.1　インタフェースにおける信号の定義」と同一規定

3.4.2　網側とユーザ側での状態遷移表の定義

　ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.2　網側とユーザ側での状態遷移表の詳細定義」と同一規定

3.4.3　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１の状態

　ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.3　インタフェースのユーザ網におけるレイヤ１の状態」と同一規定

3.4.4　インタフェースの網側におけるレイヤ１の状態

　ＪＴ－Ｉ４３１「3.4.4　インタフェースの網側におけるレイヤ１の状態」と同一規定

3.4.5　プリミティブの定義

　ＪＴ－Ｉ４３１－ａ「3.4.5　プリミティブの定義」と同一規定

3.4.6　状態遷移表

　ＪＴ－Ｉ４３１－ａ「3.4.6　状態遷移表」と同一規定

４．電気的特性

4.1　ビットレート

　ビットレートは６３１２kbit/s±３０ppm とする。

4.2　相互接続媒体

　信号伝送には、片方向あたり１本の同軸ケーブルを用いる。

4.3　伝送符号

伝送符号としてはＪＴ－Ｇ７０３に準処し、タイミング情報を保証するためにＢ８ＺＳ符号を使用する。

Ｂ８ＺＳ符号とは、８個の連続する“０”を先行するパルスが＋のときは、０００＋－０－＋に、先行す

るパルスが－のときは、０００－＋０＋－に置き換える変形されたＡＭＩ符号である。
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4.4　出力端における規定

4.4.1　試験負荷

　試験負荷インピーダンスは、純抵抗７５Ωとする。

4.4.2　パルスマスク

　出力端において測定されるパルスマスクは、ＪＴ－Ｇ７０３「図３－１／ＪＴ－Ｇ７０３　６３１２

kbit/s の装置出力端におけるパルスマスク」を満足しなければならない。

　パルスマスク図を図４－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａに再掲する。

4.4.3　ゼロ電圧

　ＪＴ－Ｉ４３１「4.2.4 　２進ゼロ電圧」と同一規定

4.5　入力端における規定

　入力端に現れるディジタル信号は、上記に定義されているが、相互接続同軸ケーブルの特性により影響

される。ケーブルの減衰は√f 特性に従うと予想され、３１５６kHz における損失は０～６dB の範囲に

なければならない。

4.6　電気的外環境条件

　ＪＴ－Ｉ４３１「4.6　電気的外環境条件」と同一規定

 パ　ル　ス　振　幅

　　　　　　　　　　                           Ａ

　　　　　                              (0, 2)                  水平軸 20ns/div

　　　　　                                                     垂直軸  1V /div

　　　　　                                     Ｆ   Ｇ

　　　　　          公称パルス

　　　　　                              (0, 1)            Ｈ

　　　　　                                                   Ｃ

　　　　　                                              Ｉ

　　　　　                                                       Ｄ    Ｅ

　　　　　                                    (0, 0)                          時

　　　　　　　　各点の座標

　　　　　　　　Ａ：（　　０，２．３）　　　　　　　　Ｆ：（　　０，１．７）

　　　　　　　　Ｂ：（２．４，２．３）　　　　　　　　Ｇ：（０．４，１．７）

　　　　　　　　Ｃ：（２．４，１．０）　　　　　　　　Ｈ：（１．６，０．９）

　　　　　　　　Ｄ：（３．２，０．３）　　　　　　　　Ｉ：（１．６，０．３）

　　　　　　　　Ｅ：（４．０，０．３）

図４－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａ　パルスマスク

　　　　　　　　　　　  （図３－１／ＪＴ－Ｇ７０３）

Ｂ

(4, 0)
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５．フレーム構成

5.1　フレーム構成

　フレーム構成は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４（第１版）の 2.2 節に準拠しており、これを図５－１／Ｊ

Ｔ－Ｇ７０３－ａに示す。

　　　　　　　　　　　　　　１フレーム＝７８９ビット

            ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ 1       ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ 2               ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ 98

             ビット          ビット                 ビット       Ｆビット

        1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8         1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5

　　　　　　　　　　図５－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａ　フレーム構成

 (1) 　各フレームは、７８９ビット長で、１から９８まで番号付けられた連続する９８個のタイムスロッ

トとそれに続く５ビットから成るＦビットから構成される。

 (2) 　各タイムスロットは、１から８まで番号付けられた連続する８ビットから構成される。

 (3) 　フレーム繰返し速度は８０００フレーム／秒である。

5.2　マルチフレーム構成

　マルチフレーム構成を、表５－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａに示す。マルチフレームは４フレームで構成さ

れ、第１フレームの第７８９ビットを除くＦビット及び第２フレームのＦビットで形成される２進パター

ン１１００１０１００マルチフレーム同期信号により定義される。

　表５－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａのビットｅ１　からｅ５　はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４の 2.2.3.2 節に記述

される様に、エラー検査に用いられる。受信側の有効なエラー検査は伝送品質および誤同期がないことを

示す（本標準 9.2 節参照）。

表５－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａマルチフレーム構成

Ｆ　ビ　ッ　ト

フレーム番号 ７８５ ７８６ ７８７ ７８８ ７８９

１ １ １ ０ ０ ｍ

２ １ ０ １ ０ ０

３ Ｘ Ｘ Ｘ ａ ｍ

４ ｅ１ ｅ２ ｅ３ ｅ４ ｅ５

ｍ　 ：　ｍビット

ａ　 ：　未使用ビット

ｅｉ　 ：　ＣＲＣ－５チェックビット（ｉ＝１～５）

ｘ　 ：　予備ビット、未使用時１

～～
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６．タイミングの考慮

　ＪＴ－Ｉ４３１「６．タイミングの考慮」と同一規定

７．ＢチャネルとＨチャネルのタイムスロット割当て

　Ｂチャネル及びＨチャネルはフレーム中のタイムスロット１～９６に割り当てられる。タイムスロット

９７、９８は使用されない。１つのチャネルは整数個のタイムスロットを占有しすべてのフレームの同じ

タイムスロット位置を占有する。Ｂチャネル、Ｈ０チャネル、及びＨ１チャネルは、それぞれフレーム中

の１個、６個、及び２４個のタイムスロットに固定的に割り当てられる。タイムスロットの番号及びその

連続性については本標準では特に制約を設けない。

８．ジッタ

8.1　タイミングジッタ

8.1.1　ＴＥ入力における許容ジッタ

　ＴＥの入力は、符号誤りやフレーム同期はずれを発生することなく、図８－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａの

振幅－周波数特性による正弦波入力ジッタを許容することが必要である。

                                                       

          Ａ１

          Ａ２

　　　 1　　 10  　 　   f１　　   　　 f２　　   60k

             ジッタ周波数（Ｈｚ）

　　　図８－１／ＪＴ－Ｇ７０３－ａ　ＴＥ入力許容ジッタ特性（両対数スケール）

8.1.2　ＴＥ出力ジッタ

　ＴＥ出力信号のジッタは、入力に供給されているタイミングにジッタが無い場合、以下の制限を超えて

はならない。

　帯域１（１０Hz～６０kHz)　：0.5　　ＵＩ（ピーク・ピーク）

　帯域２（2.5kHz ～６０kHz)　：0.07 　ＵＩ（ピーク・ピーク）

8.2　ワンダ

　ワンダは、１０Hz 以下の周波数について規定される。

8.2.1　網側からの信号

　ワンダはいずれの１５分間においても２０ＵＩ（ピーク・ピーク）を越えず、さらに２４時間以内に１

１２ＵＩ（ピーク・ピーク）を越えてはならない。

Ａ１ ：5.0ＵＩ

Ａ２ ：0.1ＵＩ

ｆ１ ：５０Ｈｚ

ｆ２ ：2.5ｋＨｚ

ＵＩ：ユニットインターバル

１ＵＩ＝

ピ
ー
ク
・
ピ
ー
ク
ジ
ッ
タ
　
（
Ｕ
Ｉ
）

1
6312kHz



－ 7 － ＪＴ－Ｇ７０３－ａ

8.2.2　ユーザ側からの信号

　ワンダはいずれの１５分間においても２０ＵＩ（ピーク・ピーク）を越えず、さらに２４時間以内に１

１２ＵＩ（ピーク・ピーク）を越えてはならない。

９．インタフェース手順

9.1　空きチャネル及び空きタイムスロットの符号

　ＪＴ－Ｉ４３１－ａ「9.1　空きチャネル及び、空きタイムスロットの符号」と同一規定

9.2　フレーム同期とＣＲＣ－５手順

　フレーム同期とＣＲＣ－５手順はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０６（第１版）の３章に従う。なお、２０個の

Ｆビットに含まれている有効なフレーム同期信号が、真の同期パターンである事を証明するために、ＣＲ

Ｃ－５符号の情報をフレーム同期のアルゴリズムと組み合わせることが必要である。

10．保　守

10.1　概　論

　要求される保守機能は、装置の終端部の設計に影響を与えるので、二次群速度アクセス保守の簡潔な記

述が、本標準の中に紹介されている。

10.2　保守機能

　ＪＴ－Ｉ４３１「10.2  保守機能」と同一規定

10.3  インタフェースでの保守信号の定義

ＲＡＩ (Remote Alarm Indication ) 信号は、ユーザ・網インタフェースでのレイヤ１能力の消失を示す。

ＲＡＩは、レイヤ１能力がユーザ側で失われると網側へ伝わり、レイヤ１能力が網側で失われるとユーザ

側へ伝わる。ＲＡＩは、ｍビットの中で８個の２進の“１”と“０”（1111111100000000) より成る１６

ビットシーケンスの繰り返しとする。

（注）情報信号が送信されない時は、ｍビットの中にＨＤＬＣフラグパターン（01111110) が送信される。

　ＡＩＳ（Alarm Indication Signal)信号は、ユーザ・網インタフェースの網側で、ＮＴからＴＥ方向でのレ

イヤ１能力の消失を示すために使用される。ＡＩＳの特徴の１つは、その存在によりＴＥに供給されてい

るクロックが網クロックでないかもしれないということを示している点である。ＡＩＳは、２進オール

“１”の６３１２kbit/s ビット列として規定される。

　将来、上記の保守信号に加え、何種類かのレイヤ１保守メッセージが、ユーザ・網インタフェースで転

送されることが必要かもしれない。これらの保守メッセージは、ｍビットの中で転送されるであろう。こ

れらのメッセージのこれ以上の特徴は、継続検討中である。

10.4  ＣＲＣ－５　通信中の符号誤り特性監視と通知

　ＣＲＣ－５の符号誤り特性監視能力を行使するｍビット中のメッセージは、二次群速度アクセスにおけ

る障害切り分けに使用できる。この切り分けは、ＮＴあるいはＴＥのどちらか一方から実行できる。これ

らの保守メッセージの特徴は継続検討中である。

11．コネクタ

　インタフェースコネクタは日本工業規格　ＪＩＳ　Ｃ５４１２－１９７６　高周波同軸Ｃ０２形コネク

タとする。また、装置（ＴＥ，ＮＴ）及びケーブルとコネクタのコンタクト形状との対応については、装
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置側をめす、インタフェースケーブル側をおすとする。

（注）本コネクタの公称インピーダンスは５０Ωであるが、本標準のインタフェースの配線規定に適合し

た７５Ω系の同軸ケーブルと接続して使用しても電気的に支障はない。

12．インタフェースの配線

同軸ケーブルの特性インピーダンスの大きさは、１MHz において７５Ω±５％とする。

同軸ケーブルの外部導体は、各々の装置の信号出力端において接地するものとする。信号入力端におい

ては、必要に応じ同軸ケーブルの外部導体を接地することができる回路構成を備えていることが望ましい。

（注）複数の同軸ケーブルの外部導体をその両端で接地することにより構成されるループ回路が装置動作

に悪影響を及ぼさず、かつ、外部導体をその両端で接地することによりインタフェースの雑音耐力

等において改善が見られる場合には、信号入力端において同軸ケーブルの外部導体を接地しても良

い。

13．給　電

ＪＴ－Ｉ４３１「13. 給電」と同一規定
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